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　長男が定時制高校に通い始めて一ヶ月が過ぎた。この間、周りでは学校に行き始めたことをものすごく喜んでくれる人が多いので私たちはちょっと戸惑っている。「それで、毎日行ってるの？」と小声で聞かれたり、「本当によかったねえ。これでお母さんも安心やね。社会性も身に付くね」と感激されたりするたびに、「はあ、まあ」と答える私･･･。確かに学校というのは便利だ。特に公立なら安い費用でいろんなことを教えてくれ、クラブや遠足の世話もしてくれるし、おまけにご飯まで食べさせてくれる。当の本人は、「学校」に行くのも「カラオケ」や「塾」に行くのも「キャンプの準備の会議」に行くのも「どれも一緒で、別段変わったことちゃう。たまたま行く先が、学校なだけ」らしい。親が見ていてよかったと思うのは「学校に行き始めたから」ではなく「また別のおもしろそうな毎日を過ごしている」からに過ぎないのである。

「T君の定時制高校体験記」
by T君のハハ
Ｔくんはこの4月から8年ぶりに学校生活を始めた。夕方、陽も傾く頃になると、リュックを背負い自転車にまたがって、コウモリのように活動を開始する。

授業は5時半から4コマ。授業終了は9時になる。クラブは9時から10時まで、週に3回程度の練習がある。クラブの日は帰りが11時ごろになり、女の子の場合はちょっと心配かなと思う。毎日給食があり、授業の前か中間の休みに食べることができる。補助が出るので一食220円。ごはん、汁物に主菜、副菜、牛乳がつく。そうそう、お金といえば京都の場合、府立の定時制授業料は、年間13,500円(一学期4500円)。とても安くて親はカンゲキ。ちなみに受験料も全日制が2300円なのに対し定時制は900円だった。

制服はないが、体操服は入学時に購入することになっている。一クラスの人数は30人。入学時は4クラス120名だが、卒業時には2クラス（昨年は50名）になる。英語や数学はグループ分けして15～20人くらいの時もあるらしい。年齢は半数以上が中学卒業後すぐの15歳、他も十代がほとんどのようだが、今年は73歳のおばあさんも。入学式には私も出たが、まあ服装も髪型（もちろん髪の色も）もいろいろで、かつて経験した式とはぜんぜん違う雰囲気。もちろん、お決まりの「起立・礼・着席」は十数回くりかえされるわけで、全体が自由でのびのびしているというのではないのだけれど。

入学式当日から、出席日数が足りないと進級できないこと、他人の勉強のじゃまをする行為には厳しく指導することが何度も繰り返された。自分は何のためにこの高校に来たのかということをしっかり自覚することが求められる。さすがに「義務教育」ではない。とてもスッキリしていてわかりやすい。

　今のところＴくんは、久々の学校生活が新鮮でおもしろいらしい。学校のことをあれこれ話す様子を見ていると、今まで家で暮らしてきてつくづくよかったと思うのは、他の多くの生徒（私もか･･･）のように、授業や勉強がキライになっていないということだ。うーん、これだけでも学校に行かなかった価値はあるかも、とハハは思うのでした。

